
   

 

   

 

「八王子版！SDGs教育の推進に向けた地域
す ご

教材
ろ く

」 
－パッションフルーツを市民の手で八王子の食材に！－ 
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１． はじめに 

 2030 年までに持続可能な社会を実現すべく、SDG

ｓ（持続可能な開発目標）が注目されている。それ

に合わせて、今年度から SDGs 教育が新しく学習指

導要領に導入された(八王子市における SDGs 教育

の現況については後述)。 

八王子市では、農家、ＪＡ八王子と商工会議所が

中心に、パッションフルーツを名産化すべく活動

が行われている。その 1 つに小学校でパッション

フルーツを栽培してもらう「パッションフルーツ

育成事業」がある。 

こうした「農×商」のユニークな取り組みは八王

子市が誇れる潜在的な魅力の一つと考え、私たち

は、八王子のパッションフルーツ使った新しい

SDGs 教育を提案する。この取り組みにより、公教

育での SDGs 教育を一層活発化できると考える。 

 

２． 現状分析 

① 八王子市小学校の SDGs教育における現状 

八王子市の SDGs 教育内容は、各小学校で様々な

特色がある。SDGs に関する学びを発表する場を設

ける学校や、浅川を地域教材として水質汚染の現

状を教える学校もある。また、調査を通して、東京

都教育委員会が推進する「もったいない」大作戦に

参加する学校や、校庭の葉を用いて自然学習を行

う学校があることが分かった。一方現在取り組ん

でいる教育内容を、児童がグローバルな社会課題

と結びつけられるような環境教育を模索している

との声も挙がっており、SDGs 教育の推進は今後の

課題であることが明らかになった。 

② 八王子産パッションフルーツの現状 

八王子市では、パッションフルーツを新たな名

産品にしようと、様々な取り組みが行われている。

加工品の販売や学校給食での利用などが注目され

るが、その認知度は未だ低い。2019 年度より商工

会議所が「パッションフルーツの育成事業」を小学

校へ提案したが、協力を申し出たのは市内 70 校中

13 校のみであった。育成事業に参加しなかった小

学校に調査したところ、パッションフルーツの認

知度の低さが一要因であると分かった。また、参加

校にも調査したところ、管理者は教職員が多く、児

童が栽培に携わる学校は少なかった。そのため、

「パッションフルーツの育成事業」参加校の児童

であっても、パッションフルーツの認知度はそこ

まで高くないことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
陶
鎔
小
学
校
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
） 



   

 

   

 

（マ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
図
） 

３．課題の可視化と解決策の提案 

課題①小学校における SDGs教育の充実 

八王子市内の小学校では、以前より川での自然

学習やゴミのリサイクルなどに取り組んでいるが、

SDGs 教育にうまく結びつけられていないことが分

かってきた。そこで SDGs が示す地球規模の問題と

ローカルな問題の相互の関連性を、児童にわかり

やすく伝えることが課題であると考えた。 

課題②パッションフルーツの認知度 

 八王子市が積極的に推進しているが、パッショ

ンフルーツは、いまだ市民が日常的に手に取る果

物ではない。小学校での育成事業も初期段階であ

り、参加校も 13 校に留まっている。八王子市全体

で新たな名産品を盛り上げるため、パッションフ

ルーツ自体の認知度の向上が課題である。 

解決策 

これら二つの課題解決のために、「八王子版！地

域教材（すごろく）」の作成を考案する。このすご

ろくは、パッションフルーツをメインモチーフに

しながら、地域に密着した形で SDGs を学べる。パ

ッションフルーツが幅広い層に愛される名産品に

なる足掛かりになるためこのすごろくを提案する。 

 

４．具体的な提案 

概要 

 パッションフルーツをメインモチーフにした地

域教材（すごろく）を作成し、市内の小学校に推

進・普及する。すごろくの使用を通して、地域に根

差した SDGs 教育を推進し、同時にパッションフル

ーツの認知度向上を図る。 

すごろくの内容 

 地域の川、山などの自然物を取り入れ、SDGs と

の関連性を学べるものにする。また、現在小学校で

行われている環境教育や農業体験などをすごろく

のマスに入れることを検討している。 

 

 

期待される効果 

・SDGs に対する理解度が増す。 

・現行の環境教育と SDGs を結びつけて考えられる。 

・SDGs 教育とパッションフルーツの振興という、

別の課題をかけあわせて考えるきっかけを作るこ

とで、イシュー間の関連性を想像する力を養う。 

・児童の地域への愛着が湧く。 

・パッションフルーツの認知度が向上する。 

・八王子市民がパッションフルーツに親しみを持

つことで、消費につながる。 

 

５．今後の展望 

 小学校の使用だけに留まらず、家庭や児童館な

どの公共施設での使用も促進していきたい。また

幅広い年代が楽しんで使用できるよう、改善して

いく。 

このパッションフルーツをモチーフにした地域教

材をきっかけに、地域の自然や現行の環境教育の

意義を再定義してもらうことで、地域に根差した

SDGs への理解が深まることを期待する。 
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